
午後の部 (伝送交換)平 成 ３ ０ 年 度 第 １ 回
専門的能力・電気通信システム電気通信主任技術者試験問題

注 意 事 項
１４時２０分１ 試験開始時刻

２ 試験科目別終了時刻

試 験 科 目 科 目 数 終 了 時 刻
１５時４０分「電気通信システム」のみ １ 科 目
１６時００分「専門的能力」のみ １ 科 目
１７時２０分「専門的能力」及び「電気通信システム」 ２ 科 目

３ 試験種別と試験科目別の問題(解答)数及び試験問題ページ

問 題 ( 解 答 ) 数 試 験 問 題
試 験 種 別 試 験 科 目 申請した専門分野

問１ 問２ 問３ 問４ 問５ ペ ー ジ
伝 送 ８ ８ ８ ８ ８ 伝 1～伝15
無 線 ８ ８ ８ ８ ８ 伝16～伝30

専門的能力 交 換 ８ ８ ８ ８ ８ 伝31～伝45

伝送交換主任技術者 デ ー タ 通 信 ８ ８ ８ ８ ８ 伝46～伝60
通 信 電 力 ８ ８ ８ ８ ８ 伝61～伝74

電 気 通 信 専 門 分 野 に
問１から問２０まで ２０ 伝75～伝78

シ ス テ ム かかわらず共通

４ 受験番号等の記入とマークの仕方

マークシート(解答用紙)にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。(1)

受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。(2)
生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１桁の数字がある場合、十の位の桁の｢０｣もマークしてください。(3)

[記入例] 受験番号 ０１ＡＢ９４１２３４ 生年月日 昭和５０年３月１日

５ 答案作成上の注意

マークシート(解答用紙)は１枚で、２科目の解答ができます。(1)
｢専門的能力｣は薄紫色(左欄)、｢電気通信システム｣は青色(右欄)です。
解答は試験科目の解答欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆(ＨＢ又はＢ)で濃く塗りつぶしてください｡(2)

ので、使用しないでください。① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されません
二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。② 一つの問いに対する解答は一つだけです。

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。
免除科目がある場合は、 科目欄は記入しないでください。(3) その

(4) 、あなたが ( と略記)を○で囲んでください。受験種別欄は 受験申請した伝送交換主任技術者 『伝 送 交 換』
(5) ､ のうち、あなたが を○で囲んで専門的能力欄は 『伝送・無線・交換・データ通信・通信電力』 受験申請した専門的能力
ください。
試験問題についての特記事項は、裏表紙に表記してあります。(6)

６ 合格点及び問題に対する配点

(1) 各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。
(2) 各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。

マークシート(解答用紙)は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。

受 験 番 号 解答の公表は７月１１日１０時以降の予定です。
(控 え) 合否の検索は７月３０日１４時以降可能の予定です。

(今後の問い合わせなどに必要になります。)
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試 験 種 別 試 験 科 目 専 門 分 野

伝送交換主任技術者 専門的能力 伝 送

問１ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、誤り訂正符号の概要について述べたものである。 内の(ア)～(エ)に最

も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、

同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

通信回線を介してデータの送受信を行う場合に、信号の減衰、雑音などにより受信データに

誤りが発生することがある。この誤りを検出して訂正する目的で付加される符号は誤り訂正符

号といわれる。誤り訂正符号は、その符号の生成方法により、 (ア) 符号と畳込み符号に

大別することができる。

(ア) 符号は、送信すべき一定のビット数にチェックビットを付加する誤り訂正符号で

あり、 (イ) 符号、ハミング符号、ＢＣＨ符号などがある。

畳込み符号は、過去の情報と現在の情報を用いて符号化を行い、現在の情報が次の情報に影

響を及ぼすように (ウ) 的に符号化を行う。ビタビ復号法は、畳込み符号の代表的な復号

法であり、誤り訂正能力が高い。この復号法の動作は、状態遷移図や (エ) により記述で

きる。 (エ) は、初期状態をＳ０とし、入力０、１により状態が、Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３など

と遷移していく様子を時間の経過に従って記述した図であり、受信したビット列がこの図に適

合しない場合は、誤りであると判定でき、さらには正しいビット列に最も近いビット列を選定

することができる。

<(ア)～(エ)の解答群>

① 離 散 ② ブロック ③ アローダイアグラム ④ トレリス線図

⑤ 岩 垂 ⑥ バースト ⑦ ナイキスト線図 ⑧ 自己直交

⑨ 連 続 ⑩ シリアル ⑪ リードソロモン ⑫ ボード線図

⑬ 暫 定 ⑭ ランダム ⑮ ワイナー・アッシュ ⑯ パラレル
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(２) 次の問いの 内の(オ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

伝送路符号の種類と特徴などについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (オ)

である。

<(オ)の解答群>

① ＡＭＩ符号は、２進符号の１に対してその出力極性を交互に反転する形式の符号

である。ＡＭＩ符号は３値符号を使用しているにもかかわらず、情報量は２値符号

を使用する場合と同じである。

② ＢｎＺＳ符号は、バイポーラ符号列中の０がｎ個連続するブロックを特殊なビッ

トパターンに置換する形式の符号であり、ｎを小さくするとゼロ符号連続の長さは

短くなるが、置換するビットパターンの出現頻度が多くなる。

③ ＣＭＩ符号は、０の入力に対しては０１を、１の入力に対しては００と１１を交
１

互に送出する形式の符号である。クロック周波数が情報伝送速度の となり、高
２

い周波数成分が減少するため、中継距離を長くすることができる。

④ ＨＤＢｎ符号は、バイポーラ符号列の０がｎ＋１個連続するブロックを特殊な

パターンに置換する形式の符号であり、特殊なパターンには、その最終ビットでバ

イポーラ反則が発生するものが選ばれる。

(３) 次の問いの 内の(カ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＳＤＨのフレーム構造について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (カ) 。

Ａ ＳＴＭ－１６のフレーム構造は、９行２７０列のバイト単位の配置で表されるＳＴＭ－１

フレームを１６倍したものである。

Ｂ ＳＴＭ－１からＳＴＭ－１６へ多重化したフレームは、ＳＴＭ－４からＳＴＭ－１６へ多

重化したフレームと比較すると、多重化する信号数が多くセクションオーバヘッドが増加す

るため、収容できるペイロード容量は、ＳＴＭ－４から多重化した場合よりも減少する。

Ｃ ＳＤＨフレームにはフレーム同期用としてＡ１及びＡ２バイトが定義されており、ＳＴＭ－Ｎ

フレームのフレーム同期バイトは、３×Ｎ個のＡ１バイトと３×Ｎ個のＡ２バイトから構成

される。

＜ ＞(カ)の解答群

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(４) 次の問いの 内の(キ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

デジタル伝送システムにおける雑音及び符号誤りについて述べた次の文章のうち、正しいも

のは、 (キ) である。

<(キ)の解答群>

① アイパターンは、デジタル伝送路などにおける信号の劣化の度合いを示したもの

である。アイの劣化は振幅方向と時間軸方向に分けられ、振幅方向の劣化はジッタ、

ワンダなどに起因し、時間軸方向の劣化は符号間干渉、エコーなどに起因している。

② ＰＣＭ方式では、標本化された信号は量子化の際に離散的な値に変換されるため、

実際の信号との誤差による雑音が生ずる。標本化された信号の振幅が量子化のステッ
１

プ幅内に一様に分布しているとし、その量子化ステップの幅を に細かくすれば、
２

量子化雑音電力は４倍に増加する。

③ 符号誤り率(ＢＥＲ)が同じ回線において、符号誤りがバースト的に発生する回線

は、符号誤りがランダムに発生する回線と比較して、％ＥＦＳの値が小さく、％ＥＳ

の値が大きい。

④ ＢＥＲは、測定時間内に伝送された全信号のビット数に対する、その間に誤って

伝送されたビット数の割合として表した評価尺度であり、ＳＮ比の劣化とともに増

加する。

(５) 次の問いの 内の(ク)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

光ファイバの特徴などについて述べた次の文章のうち、正しいものは、 (ク) である。

<(ク)の解答群>

① 光ファイバは伝搬モード数によりＳＭ光ファイバとＭＭ光ファイバに分類され、

ＭＭ光ファイバは、モード分散による帯域制限を受けないため、広帯域な伝送特性

を必要とする大容量伝送方式に適用される。

② ＧＩ型光ファイバにおいては、高次モードの光は屈折率の高いコアの中心部分を

通るため短い伝搬路を伝わる。一方、低次モードの光はコアとクラッドの境界面付

近で反射するため伝搬路長は長くなる。伝送速度は屈折率に反比例するため、屈折

率分布形状を最適に選ぶことにより、高次モードと低次モードの伝搬時間をほぼ等

しくすることができる。

③ 分散シフト光ファイバ(ＤＳＦ)は、波長１.５５μｍ帯で波長分散がゼロとなる屈

折率分布を持つため、低損失で波長分散が小さいなどの特徴を有している。また、

この波長帯で伝送する場合においては非線形光学効果の影響を受けないことから、

ＤＷＤＭシステムに適している。

④ 空孔アシスト光ファイバは、ホーリーファイバの一種であり、クラッド部分に複

数の空孔を設けた構造となっていることから、曲げた状態で使用しても損失が発生

しにくい特性を有している。
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問２ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、コヒーレント光通信の特徴について述べたものである。 内の(ア)～

(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同

じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

光伝送システムで主に用いられているＩＭ－ＤＤ(Intensity Modulation - Direct Detection)

方式が、受信する信号光の強度を直接検波する方式であるのに対して、コヒーレント光通信方

式は、コヒーレント光受信器を用いて光位相や振幅を検波する方式である。

コヒーレント光受信器は、信号光と受信器内の (ア) との干渉性(コヒーレンス)を利用

して復調する。その際、 (ア) のパワーを信号光に対して十分に大きくとることで受信特

性を改善できるというＩＭ－ＤＤ方式にはない長所が利用されている。

コヒーレント光受信で用いられる光ホモダイン検波においては、信号光と (ア)

の (イ) を一致させ、位相差を一定に保つ必要があり、デジタル信号処理を用いて光の

(イ) や位相を補正するデジタルコヒーレント受信技術が利用されている。

デジタルコヒーレント受信技術では、電気領域における信号処理により、多値変調光信号の

受信や (ウ) 信号の分離が可能であるため、デジタルコヒーレント技術を用いることによ

り、ＩＭ－ＤＤ方式と同じ帯域でより多くの情報を伝送できる利点もある。長距離伝送用の

１００ Ｇbit／s デジタルコヒーレント方式では、一般に、多値位相変調により生成したＱＰＳＫ

信号を (ウ) したＤＰ(Dual Polarization)－ＱＰＳＫ信号が用いられ、ＩＭ－ＤＤ方式

のＯＯＫ信号と比較して、同じ帯域で (エ) 倍の情報が伝送可能である。

<(ア)～(エ)の解答群>

① ２ ② モード ③ 反射光 ④ 時分割多重

⑤ ４ ⑥ 屈折率 ⑦ 偏波多重 ⑧ ストークス光

⑨ ８ ⑩ 遅 延 ⑪ ローカル光 ⑫ パケット多重

⑬ １６ ⑭ 周波数 ⑮ 自然放出光 ⑯ 符号分割多重
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(２) 次の問いの 内の(オ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

発光素子の特徴などについて述べた次の文章のうち、正しいものは、 (オ) である。

＜ ＞(オ)の解答群

① ＬＤは、ＬＥＤと比較して、注入されるキャリアの量が極めて多く、誘導放出作

用により、コヒーレンシーの極めて低い光を発する。

② ＬＥＤの出力光をマルチモード光ファイバに入射する場合、シングルモード光ファ

イバに入射する場合と比較して、結合損失は非常に大きい。

③ ＬＥＤに用いられる化合物半導体の材料としては、ガリウム、アルミニウム、ヒ素

などが挙げられる。短距離通信用としては、一般に、０.８５ μｍ 付近の波長で発

光するものが用いられている。

④ ＬＥＤは、ＬＤと比較して、発光スペクトルの幅が狭く、出力光の放射角も狭い

ため、光ファイバの波長分散特性を無視できることから、高速変調が可能である。

(３) 次の問いの 内の(カ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

光ファイバにおける非線形散乱の特徴などについて述べた次の文章のうち、正しいものは、

(カ) である。

<(カ)の解答群>

① 光ファイバに入射される光パワーがある閾値を超えると、光ファイバの媒質の格
しきい

子振動によるフォノンと入射光との相互作用によって入射光よりも短波長の散乱光

が発生する現象は、一般に、非線形散乱といわれる。

② 非線形散乱には光学フォノンによる誘導ラマン散乱と音響フォノンによる誘導ブ

リルアン散乱があり、これら二つの散乱は、入射光に対する散乱光の波長シフト量

や伝搬方向などにおいて異なっている。

③ 石英系光ファイバにおける誘導ラマン散乱を利用する光ファイバラマン増幅器は、

伝送路を利用した分布型の増幅を行うため、ＥＤＦＡなどの集中型増幅器と比較し

て、高雑音となる。

④ 誘導ブリルアン散乱は、誘導ラマン散乱と比較して、閾値は高く、利得帯域幅は

広い。
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(４) 次の問いの 内の(キ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

光増幅器の特徴などについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (キ) 。

Ａ 光ファイバ増幅器として、石英系光ファイバのコアにエルビウムイオンを添加したＥＤＦ

を利用したものが、光ファイバ通信用のブースタアンプ、中継アンプ、プリアンプなどに用

いられている。

Ｂ 半導体レーザ増幅器は、電流注入で駆動でき、光ファイバ増幅器と比較してデバイスサイ

ズが小さいという利点があるが、光ファイバとの結合損失、偏波依存性などに課題があるこ

とから、一般に、長距離通信用の光増幅器としては用いられていない。

Ｃ 光ファイバ増幅器の構成には、励起光と信号光の進行方向が一致する前方励起、励起光と信

号光の進行方向が逆方向となる後方励起がある。後方励起は、前方励起と比較して、信号光

入力端における励起光量の減衰がなく、雑音特性に優れているため、プリアンプに用いられ

ることが多い。

<(キ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(５) 次の問いの 内の(ク)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

光中継システムにおける伝送特性の劣化について述べた次の文章のうち、正しいものは、

(ク) である。

<(ク)の解答群>

① 半導体レーザに対して駆動電流を変化させて高速変調を行うと、光信号パワーが

変化し伝送信号の波形が劣化するチャーピングといわれる現象が生ずるため、高速

変調には外部変調器が用いられる。

② 線形中継器を用いた光中継システムでは、光信号の増幅に伴い線形中継装置から

生ずる自然放出光により、伝送特性が劣化する。中継システムの設計では、要求さ

れる伝送特性を満たすよう、線形中継器の光信号出力、中継間隔、中継装置数など

を決定する必要がある。

③ 光ファイバの波長分散による伝送特性の劣化を補償するために、通常使用されて

いる伝送用光ファイバとは逆の分散特性を持つ分散補償ファイバ(ＤＣＦ)や分散補

償ファイバブラッググレーティング(ＤＣ－ＦＢＧ)などの分散補償モジュールを用

いることがある。ＤＣ－ＦＢＧは、ＤＣＦと比較して小型化は難しいが、より広い

帯域で使用できるという特徴を有している。

④ 波長多重信号を伝送する光中継システムでは、多重化された光信号は、光ファイ

バ中で生ずる非線形現象の影響を受ける。非線形現象のうち、光信号自身の光強度

の変化に起因して光ファイバの屈折率が変化することにより、光信号スペクトルが

広がる現象は、相互位相変調といわれる。
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問３ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、ＣＡＴＶにおけるアクセス技術などについて述べたものである。 内の

(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、

内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

ＣＡＴＶの特徴である広帯域性と常時接続性を生かし、かつ高速インターネット接続を実現

するＣＡＴＶの網構成の一つとして、ＨＦＣ方式がある。ＨＦＣ方式では、幹線系の光ファイ

バ化により、伝送帯域は (ア) まで広帯域化が可能である。

ＨＦＣ方式によるＣＡＴＶ網は、サービスエリアを標準的に６００世帯程度の (イ) に

分割し、ＣＡＴＶセンタのヘッドエンド装置からそれぞれの (イ) の中心に設置した光

ノードまでを光ファイバでスター状に結び、光ノードから各ユーザ宅までを同軸ケーブルで配

線する。

ＨＦＣ方式では、全区間で同軸ケーブルを用いる方式と比較して、１幹線に接続されるユー

ザ数を少なくすることができるため、上りの (ウ) が減少して通信品質の向上が期待でき

る。また、幹線区間を光ファイバ化することにより、同軸ケーブルに必要な中継増幅器が不要

となるため、同軸コネクタの緩みの発生、給電装置の故障、停電による影響などが低減される。

また、ＣＡＴＶ網を利用したケーブルインターネットのための規格として、ＤＯＣＳＩＳと

いわれる技術仕様が標準化されており、ＣＡＴＶの番組配信と共存したインターネット通信に

適用されている。ＤＯＣＳＩＳの規格では、下り方向にテレビ１チャンネル相当の６ ＭＨz の

帯域を使い、変調方式に (エ) を用いた場合には、約３０ Ｍbit／s の伝送速度が得られ

る。ＤＯＣＳＩＳ３.０では複数の６ ＭＨz の帯域を同時に使用することにより、更なる高速

化を実現する仕様も標準化されている。

<(ア)～(エ)の解答群>

① セル ② カテゴリ ③ ＱＰＳＫ ④ ５５ ＭＨz

⑤ 階 層 ⑥ 波長分散 ⑦ ３２ＱＡＭ ⑧ ９０ ＭＨz

⑨ 流合雑音 ⑩ アドレス ⑪ ６４ＱＡＭ ⑫ ４５０ ＭＨz

⑬ 熱雑音 ⑭ ＡＳＥ雑音 ⑮ ２５６ＱＡＭ ⑯ ７７０ ＭＨz
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(２) 次の問いの 内の(オ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＧＥ－ＰＯＮシステムにおける信号送受信技術について述べた次の文章のうち、誤っている

ものは、 (オ) である。

<(オ)の解答群>

① ＯＬＴから各ＯＮＵへの下り信号は放送形式で送信されるため、各ＯＮＵは同

一の信号を受信するが、この受信信号から該当のデータを抽出する際には、受信

したフレームのプリアンブル部に配置されたＬＬＩＤといわれる識別子により宛

先を判断し、該当のデータを取り込む方法が用いられている。

② ＯＬＴは、各ＯＮＵからの信号送出タイミングを制御するため、ＯＬＴと各ＯＮＵ

間の信号の伝送時間を測定する機能を有しており、この機能は、一般に、レンジ

ングといわれる。

③ 各ＯＮＵからＯＬＴへの上り信号は、各ＯＮＵのクロック位相、光信号強度な

どが異なり、かつ、バースト状となることから、バースト信号を受信する回路が

ＯＬＴに必要となる。

④ 一つのＯＬＴに接続された複数のＯＮＵから送出される上り信号の衝突を回避

するため、各ＯＮＵがＯＬＴに対して信号送出許可を要求することにより、各

ＯＮＵがそれぞれの送出タイミングを指定している。

(３) 次の問いの 内の(カ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

アクセスネットワークにおける多重化技術などについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、

(カ) 。

Ａ ＣＡＴＶのＨＦＣ方式を適用したシステムに用いられているＳＣＭ方式では、送信する複

数の映像信号を周波数多重し、その信号を用いて光信号を強度変調して光ファイバへ送出す

る。

Ｂ ＦＴＴＨの光映像配信システムにおいて、映像信号などを一括して広帯域のＦＭ電気信号

に変換し、この信号でＬＤの出力光を変調した光信号を用いて多チャネル映像伝送を行う方

式は、ベースバンド伝送方式といわれる。

Ｃ 光アクセスネットワークで用いられるＴＣＭ方式では、光方向性結合器を用いて、光ファ

イバ内を伝搬する光の方向により上り信号と下り信号を識別し、１心の光ファイバで双方向

通信を実現している。

<(カ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(４) 次の問いの 内の(キ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＯＴＮの特徴などについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (キ) である。

<(キ)の解答群>

① ＯＴＮでは、波長単位でノード間に割り当てられる信号の論理的な通路はＯＣｈ

(Optical Channel)といわれ、エンド・ツー・エンドでの管理が可能となっている。

ＯＴＮはパスレイヤのＯＣｈのほかに、セクションレイヤのＯＴＳ(Optical Trans-

mission Section)とＯＭＳ(Optical Multiplex Section)で構成される。

② 光ファイバを用いた長距離伝送システムでは、符号誤り率の小さい伝送が実現さ

れているが、更なる大容量化、長距離化に対応した高品質な伝送を実現するため、

ＯＴＮでは誤り訂正技術としてＡＲＱが用いられている。

③ ＧＦＰは、イーサネットやＩＰなどの信号をＯＴＮへマッピングする手順であり、

ＧＦＰフレームは、固定長のコアヘッダと可変長のペイロード領域から構成される。

④ ＧＦＰフレームは、ＯＴＮのＯＰＵｋ(Optical Channel Payload Unit-k)ペイロー

ドに順次マッピングされ、クライアント信号がない場合には、アイドルフレームが

挿入される。

(５) 次の問いの 内の(ク)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

無線ＬＡＮの伝送方式などについて述べた次の文章のうち、正しいものは、 (ク) である。

<(ク)の解答群>

① 無線ＬＡＮでは、複数ユーザが同じ場所で同じ周波数を同時に使用すると相互に

干渉し合うため、一般に、デジタル信号を一定の時間ごとに切り替えて時分割多重

することによって干渉を回避している。

② 無線ＬＡＮに割り当てられている５ＧＨz帯は、ＩＳＭバンドといわれ、電子レン

ジなどにも用いられており、この帯域を利用する無線ＬＡＮでは、他の機器との電

波干渉を避けるため、スペクトラム拡散変調の技術が用いられている。

③ 無線ＬＡＮで用いられるＯＦＤＭ方式は、一般に、シンボル間干渉やマルチパス

によって生ずるフェージングへの耐性が高く、サブキャリアを高密度に配置できる

などの特徴を有している。

④ 無線ＬＡＮのアクセス制御には、無線基地局が基地局配下の各端末に送信要求の

有無を問い合わせ、送信要求のあった端末へ順番に送信権を与えるＤＣＦ(Distri-

buted Coordination Function)といわれる方法及び各端末がチャネルの使用状況を

検知して自律的にパケットの送信タイミングを決めるＰＣＦ(Point Coordination

Function)といわれる方法がある。
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問４ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、ＢＧＰ４の概要について述べたものである。 内の(ア)～(エ)に最も適

したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同

じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

ＢＧＰ４はＡＳ間の経路制御を行うルーティングプロトコルであり、ＡＳ間での制御情報

のやり取りは、ＡＳが持つ (ア) とこれに付随したパス属性を装置間で交換することで行

うことができる。ＢＧＰ４では、ある宛先に到達するためのパスが複数ある場合、それらのパ

スは (イ) に保存される。この (イ) 内に保存された複数のパスの中から、ＢＧＰの

パス属性を基に、宛先に対する一つのベストパスが選定される。

パス属性は、周知強制(well-known mandatory)、周知任意(well-known discretionary)、オ

プション通過(optional transitive)及びオプション非通過(optional non-transitive)の四つ

のカテゴリのいずれかに該当するように定義されている。

周知強制は、全てのＢＧＰの実装でサポートされていなければならず、かつ、全てのＢＧＰ

経路情報に付加される必要がある。このカテゴリには、 (ウ) 属性などが含まれる。

(ウ) 属性には、経路情報がどのように生成されたものかにより、ＩＧＰ、ＥＧＰ及び

ＩＮＣＯＭＰＬＥＴＥの三つのいずれかに対応する値が含まれる。

周知任意は、全てのＢＧＰの実装でサポートされていなければならないが、ＢＧＰ経路情報

には付加される場合と付加されない場合がある。このカテゴリには、 (エ) 属性などが含

まれる。 (エ) は、自ＡＳから外部への接続パスが複数個ある場合に、どの経路を優先的

に使用するかを自ＡＳ内部に伝達する際に利用される。

<(ア)～(エ)の解答群>

① ＣＯＭＭＵＮＩＴＹ ② オブジェクト識別子 ③ メトリック値

④ ＶＬＡＮテーブル ⑤ ＮＳＡＰアドレス ⑥ ＮＬＲＩ

⑦ ＬＯＣＡＬ_ＰＲＥＦ ⑧ ＮＥＸＴ_ＨＯＰ ⑨ ＯＲＩＧＩＮ

⑩ ＡＧＧＲＥＧＡＴＯＲ ⑪ ＡＲＰテーブル ⑫ ＡＳ_ＰＡＴＨ

⑬ ＭＡＣアドレステーブル ⑭ ＢＧＰテーブル

⑮ ＣＬＵＳＴＥＲ_ＬＩＳＴ ⑯ ＡＴＯＭＩＣ_ＡＧＧＲＥＧＡＴＥ
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(２) 次の問いの 内の(オ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＩＰネットワークにおけるコネクション型通信及びコネクションレス型通信の特徴などにつ

いて述べた次の文章のうち、正しいものは、 (オ) である。

＜ ＞(オ)の解答群

① ＩＰネットワーク上では、コネクション型通信プロトコル及びコネクションレス型

通信プロトコルの利用が可能であり、コネクション型通信プロトコルは、ネットワー

ク層でサポートされている。

② コネクション型通信では送信したデータが通信相手に正しく到着したかを確認し

ており、エンド・ツー・エンド通信の正常性の確認には、送信データの順序制御、

再送制御などの機能を持つＵＤＰを用いている。

③ コネクションレス型通信は、コネクション型通信と比較して、一般に、通信の信

頼性は低いが、通信制御が簡単であり処理の高速化などが可能とされている。

④ コネクション型通信では、コネクションの確立と解放には３ウェイハンドシェイ

クといわれる手順を用いている。

(３) 次の問いの 内の(カ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＩＰネットワークにおけるＭＰＬＳのラベルスイッチングなどについて述べた次の文章のう

ち、誤っているものは、 (カ) である。

<(カ)の解答群>

① ＭＰＬＳのネットワークでは、一般に、ネットワークの入側のＬＳＲ(Label Switch-

ing Router)でラベルが付与され、ネットワークの中のＬＳＲで自ルータ内のＭＰＬＳ

転送用テーブルを参照してラベルスイッチングが行われる。

② ＶＰＮトラヒックを転送するために各ＬＳＲで保持するラベル情報は、一般に、

隣接ＬＳＲからラベル配布プロトコルで配布される。

③ ＭＰＬＳ－ＶＰＮでは、複数のユーザが同一のＩＰアドレス空間を使用しても、

ユーザごとに異なるＲＤ(Route Distinguisher)を付与すること、ＶＲＦ(VPN Routing

and Forwarding)テーブルを用いてＶＰＮごとの経路制御を管理することなどで複数

のユーザの通信を同一ネットワークで実現している。

④ ＭＰＬＳ－ＶＰＮのネットワークでは、一般に、２種類のラベルが用いられ、先

頭のラベルはユーザを識別するために、また、先頭から２番目のラベルは高速転送

するために用いられる。
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(４) 次の問いの 内の(キ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＩＰｖ４とＩＰｖ６の共存技術について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (キ) 。

Ａ ＩＰｖ４ネットワークとＩＰｖ６ネットワークとの間に双方のプロトコルを相互変換でき

る装置を用いて通信する技術は、一般に、トランスレーションといわれる。

Ｂ 端末やサーバがＩＰｖ４とＩＰｖ６の両方のプロトコルスタックを持つ技術は、一般に、

ＡＬＧといわれる。

Ｃ ＩＰｖ６ネットワーク上でＩＰｖ４パケット全体をカプセル化して通信する技術は、一般

に、ＩＰｖ４ ｏｖｅｒ ＩＰｖ６トンネリングといわれ、ＭＡＰ－ＥやＤＳ－Ｌｉｔｅなど

がある。

<(キ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(５) 次の問いの 内の(ク)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＴＣＰ及びＵＤＰで使用されるポート番号の特徴などについて述べた次の文章のうち、正し

いものは、 (ク) である。

＜ ＞(ク)の解答群

① ルータは、一般に、宛先及び送信元のＭＡＣアドレス、宛先及び送信元のＴＣＰ

又はＵＤＰポート番号を用いて、ＴＣＰ又はＵＤＰの通信フローを特定することが

可能であり、それら四つの情報のどれか一つでも異なれば、異なる通信フローとし

て識別することが可能である。

② ウェルノウンポート番号は、ＨＴＴＰ、ＴＥＬＮＥＴ、ＦＴＰなどのアプリケー

ションプロトコルごとに固定的に決められているポート番号であり、０から１,０２３

までの範囲内の番号が用いられる。

③ ＴＣＰ及びＵＤＰでは、通信しているサーバを識別するため、１６ bit で構成

されるポート番号を用いている。

④ ＴＣＰ通信には、送信側が受信側の受信能力に合わせてパケット送信を行うフロー

制御機能があり、このフロー制御は送信側ホストから受信側ホストに対して受信可

能なデータサイズを通知することにより行われる。
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問５ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、ギガビットイーサネットについて述べたものである。 内の(ア)～(エ)

に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同じ記

号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

ＩＥＥＥ８０２.３で規定されるギガビットイーサネットの規格は、ＩＥＥＥ８０２.３ａｂ

とＩＥＥＥ８０２. (ア) とに大別される。

ＩＥＥＥ８０２.３ａｂは、データ送受信に物理媒体として (イ) を用いる１０００

ＢＡＳＥ－Ｔの規格であり、この規格のデータ符号化方式としては、 (ウ) が用いられて

いる。

ＩＥＥＥ８０２. (ア) には、光ファイバを用いる１０００ＢＡＳＥ－ＳＸ及び１０００

ＢＡＳＥ－ＬＸ並びに同軸ケーブルを用いる１０００ＢＡＳＥ－ＣＸの三つの規格があり、こ

れらの共通部分は１０００ＢＡＳＥ－Ｘとして規定されている。１０００ＢＡＳＥ－Ｘでは、

リンクを共有する２台の１０００ＢＡＳＥ－Ｘ装置間において情報をやり取りし、最適の通信

モードを自動的に設定する (エ) が可能である。

<(ア)～(エ)の解答群>

① ３ａｄ ② ＣＡＴ４のＵＴＰケーブルの４対 ③ ４Ｂ／５Ｂ

④ ３ａｅ ⑤ ＣＡＴ５のＵＴＰケーブルの２対 ⑥ ８Ｂ／１Ｑ４

⑦ ３ａｈ ⑧ ＣＡＴ５のＵＴＰケーブルの４対 ⑨ ８Ｂ／１０Ｂ

⑩ ３ｚ ⑪ ＣＡＴ６のＵＴＰケーブルの２対 ⑫ ６４Ｂ／６６Ｂ

⑬ オートネゴシエーション ⑭ クロスコネクト

⑮ キャリアエクステンション ⑯ シェーピング
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(２) 次の問いの 内の(オ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＶＬＡＮの特徴などについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (オ) である。

<(オ)の解答群>

① スイッチの特定の物理ポート単位でグルーピングをする方式は、一般に、ポート

ベースＶＬＡＮといわれる。ポートベースＶＬＡＮによるグループ分けを設定する

と異なるグループの端末との通信は遮断される。

② スイッチのポートに接続される端末によって、所属するＶＬＡＮを動的に変更で

きる方式は、一般に、ダイナミックＶＬＡＮといわれる。

③ ダイナミックＶＬＡＮの一つであるサブネットベースＶＬＡＮでは、端末のネッ

トワークインタフェースカードを交換するなどＩＰアドレスには変更がないが、端

末のＭＡＣアドレスに変更があった場合、変更されたＭＡＣアドレスを登録しない

限りその端末は同じＶＬＡＮで使用できない。

④ トランクリンクを用いると、スイッチ間において複数のＶＬＡＮトラヒックを

１本の物理リンク上で送受信することができる。

(３) 次の問いの 内の(カ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

電子メールシステムについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (カ) 。

Ａ 電子メールシステムは、一般に、ＭＵＡとＭＴＡで構成され、ＭＵＡは個々のメールサー

バに対応し、ＭＴＡや他のＭＵＡから受信したメッセージを別のＭＵＡに転送する。

Ｂ ＳＭＴＰでは、ＳＭＴＰコネクションが一度設定されると、複数のメッセージを連続して

送ることができる。

Ｃ ＰＯＰ３を利用すれば、ＭＵＡは、ネットワークを介してメールサーバにある自分のメー

ルボックスに保存されているメールを取り込むことができる。

<(カ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(４) 次の問いの 内の(キ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＲＡＤＩＵＳについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (キ) である。

<(キ)の解答群>

① ＲＡＤＩＵＳパケットの送受信には、認証サーバにおける処理の負荷を抑え、

認証処理の速度を速くするなどのため、一般に、ＵＤＰが使用される。

② ＲＡＤＩＵＳサーバは、ＲＡＤＩＵＳクライアントからのアクセス要求パケッ

トを受信すると、アクセス許可パケット、アクセス拒否パケット又はアクセス

チャレンジパケットのいずれか一つで応答する。

③ ＲＡＤＩＵＳ認証では、アクセス要求を受け取ったＲＡＤＩＵＳサーバで認証

する代わりに、別のＲＡＤＩＵＳサーバにアクセス要求を転送し、認証処理を中

継するプロキシ処理がサポートされている。

④ ＲＡＤＩＵＳ認証では、ＰＰＰ上での認証として、ＣＨＡＰ認証をサポートし

ているが、ＰＡＰ認証はサポートしていない。

⑤ ＲＡＤＩＵＳには、認証、認可及びアカウンティングの三つの機能があり、総

称してＡＡＡ機能といわれる。

(５) 次の問いの 内の(ク)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

デジタル署名について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (ク) 。

Ａ デジタル署名では、悪意のある第三者の送信者へのなりすましは検出できない。

Ｂ デジタル署名では、送信者の公開鍵が漏洩すると、送信データが改ざんされるおそれがあ
えい

る。

Ｃ デジタル署名では、受信者の秘密鍵を署名に用い、送信者の公開鍵を検証に用いる。

<(ク)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない



 

試験問題についての特記事項 

 

(1) 試験問題に記載されている製品名は、それぞれ各社の商標又は登録商標です。 
なお、試験問題では、  及び TM を明記していません。 

 
(2) 問題文及び図中などで使用しているデータは、すべて架空のものです。 
 
(3) 論理回路の記号は、ＭＩＬ記号を用いています。 
 
(4) 試験問題では、常用漢字を使用することを基本としていますが、次の例に示す専門的用語などについては、 

常用漢字以外も用いています。 
［例］ ・迂回(うかい) ・筐体(きょうたい)  ・輻輳(ふくそう) ・撚り(より) ・漏洩(ろうえい)  など 

 
(5) バイト〔Byte〕は、デジタル通信において情報の大きさを表すために使われる単位であり、一般に、２進数の 

８桁、８ビット〔bit〕です。 
 
(6) 情報通信の分野では、８ビットを表すためにバイトではなくオクテットが使われますが、試験問題では、一般 

に、使われる頻度が高いバイトも用いています。 
 
(7) 試験問題のうち、正誤を問う設問において、句読点の有無など日本語表記上若しくは日本語文法上の誤り 

だけで誤り文とするような出題はしておりません。 
 
(8) 法令に表記されている「メグオーム」は、「メガオーム」と同じ単位です。 
 
(9) 法規科目の試験問題において、個別の設問文中の「 」表記は、出題対象条文の条文見出しを表しています。 

また、出題文の構成上、必ずしも該当条文どおりには表記しないで該当条文中の(  )表記箇所の省略や部分 
省略などをしている部分がありますが、(  )表記の省略の有無などで正誤を問うような出題はしておりません。 

 


